
　　　　

2025 年 3 月 21 日

9 時 0 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
子ども一人ひとりのペースを大切にし、発達に寄り添い、安心して成長できるあたたかい居場所を作ります。
笑顔あふれる環境のなかで、子どもも保護者もホッとできる支援を目指します。

事業所名
社会福祉法人桜井市社会福祉協議会
児童発達支援事業所　クローバー学園

作成日支援プログラム

・考える力、行動のコントロール（見通しをもてるよう、スケジュールを視覚化し、次に何をするのかを示し不安を軽減する。イライラしたしたときには、深呼吸などの対処法を一緒に練
習する）・積木並べでの空間把握。　・文字、数、用途、カテゴリー、色、形、身体部位などの把握につながる、教材を使用しての促し、言葉がけ。・季節の移り変わりへの興味関心を促
す外出や菜園活動を取り入れる。・小集団で簡単なルールのあるあそびの経験。

・言葉の発達段階に応じた関わり（ジェスチャーや絵カードでの意思表示）・相手の気持ちを理解する力の育み（絵本や絵カードを使用して気持ちを考える練習）・始まりの会での自己紹
介。・文字を書いたり、読んだりする活動の導入。・言葉だけでなく、写真や絵カードを使い、自己決定できた達成感の経験。・言葉になりきらない思いを大人が受けとめ、言語化し、感
情と言葉が一致できるような促しをする。・友だちと一緒に協力したり、考える場面を設けコミュニケーションをとることに慣れ、楽しいと感じることへの気づきに促す。

・ルールや順番を待つゲームなどの中で、友だちと協力するおもしろさを体験する（簡単なルールのある、友だちと一緒にできるあそびや、順番待ちがわかる、順番カードなどを使う）
・友だちとのやり取りが苦手な子どもには、大人が仲裁に入り、代弁したり、関わりがもてるようにする。・必要な時には、子どもが自分で意思決定ができるような方法を一緒に考える。

支援方針

・一人ひとりの発達段階に合わせた支援や自信を育む関りと「できた！」の積み重ねを大切にします
・「楽しい」を大切に、安心できる環境を整えます（小集団活動を通じて社会性の育成。遊びや体験を通じて学びの意欲を引きします）
・保護者と共に育ち合い、自立に向けたサポートを行います（家庭でも実践しやすい支援の提案や各機関との連携、コミュニケーション力やルールの理解を高める）

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等
・毎月の誕生日会・クッキング。　　・季節の行事の入園式・お花見・親子遠足・運動会・クリスマス会・卒園式など
・毎月の音楽療法・アニマルセラピー

（別添資料１）

家族支援
・悩んでいることなど、じっくりと話せる時間の確保。・保護者に寄り添い、
丁寧な対応をしながら信頼関係を築く。　・必要な情報の提供をし、一緒に子
どもの育ちを考える。月１回の親子活動の実施。

移行支援 ・進級先への情報提供・情報共有

地域支援・地域連携
・保育所の開放日への参加や保育所・幼稚園・養護学校・他事業所・保健師・
児童福祉課・教育委員会などとの連携

職員の質の向上

・適切な支援を行うための知識や技術のスキルアップ。・支援を定期的に
振り返り改善を行う、職員間のコミュニケーション。・職員間での支援の
共有、相談、報告。・職員にとっても居心地の良い環境づくり

支援内容

・朝の視診・検温・保護者からの連絡等で食事や排せつ睡眠など、本児の健康状態の把握。
・着替えや排せつ、食事などの習得を支援する（ボタンの練習・視覚から排せつの情報・クッキングをするなどし食事への興味・関心を深めるなど）
・安心できる環境をつくる（活動の見通しがもてるよう絵カードで知らせるなど、視覚からの情報を多く利用し、環境を整える）

・音楽に合わせて体を動かす遊びや運動を取り入れる。・粗大運動を行う（巧技台などを組み合わせたサーキット遊び、つかまる、ささえるなどの動きを取れ入れる、戸外にでかけての遊
具あそび）・微細運動を行う（ハサミやシール・ひも通し・トングやボタンなど指先を多く使う活動）・感覚あそび（スライムや粘土、砂場、フィンガーペインティング）・バランスボー
ルやボール遊びの活動　・やじるし体操など視覚の運動やランドルト環で視力検査の練習をします。
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